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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接続確立方法であって、
　端末機器は、ランダムアクセスプリアンブルをネットワークデバイスに送信することと
、
　前記端末機器は、前記ネットワークデバイスからのランダムアクセス応答（ＲＡＲ）メ
ッセージを受信することと、
　前記端末機器は、前記ネットワークデバイスにより送信されたネットワーク条件指示情
報を受信することであって、前記ネットワーク条件指示情報は、前記ネットワークデバイ
スが複数種類のフォーマットの接続確立要求メッセージをサポートするか否かを指示する
ためであることと、
　前記ＲＡＲメッセージを受信した後、前記端末機器は、前記ネットワークデバイスが複
数種類のフォーマットの接続確立要求メッセージをサポートする時に、前記ネットワーク
デバイスがサポートする複数種類の接続確立要求フォーマットから、接続確立要求メッセ
ージを送信する時に使用される接続確立要求フォーマットを確定することであって、前記
接続確立要求フォーマットは、複数種類の接続確立要求フォーマットのうちの１種である
ことと、
　前記端末機器は、確定した前記接続確立要求フォーマットに基づいて、前記ネットワー
クデバイスに接続確立要求メッセージを送信することと、
　を含むことを特徴とする前記接続確立方法。
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【請求項２】
　前記接続確立要求メッセージは、前記端末機器の識別子ＩＤ、及び／又は、接続確立の
原因、及び／又は、非アクセス層ＮＡＳメッセージ、及び／又は、セキュリティーキー、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の接続確立方法。
【請求項３】
　端末機器であって、
　ランダムアクセスプリアンブルをネットワークデバイスに送信するように構成される送
信モジュールと、
　前記ネットワークデバイスからのランダムアクセス応答（ＲＡＲ）メッセージを受信し
、前記ネットワークデバイスにより送信されたネットワーク条件指示情報を受信するよう
に構成される受信モジュールであって、前記ネットワーク条件指示情報は、前記ネットワ
ークデバイスが複数種類のフォーマットの接続確立要求メッセージをサポートするか否か
を指示するためである受信モジュールと、
　前記ＲＡＲメッセージを受信した後、前記ネットワークデバイスが複数種類のフォーマ
ットの接続確立要求メッセージをサポートする時に、前記ネットワークデバイスがサポー
トする複数種類の接続確立要求フォーマットから、接続確立要求メッセージを送信する時
に使用される接続確立要求フォーマットを確定するように構成される確定モジュールであ
って、前記接続確立要求フォーマットは、複数種類の接続確立要求フォーマットのうちの
１種である確定モジュールと、を含み、
　前記送信モジュールは、確定した前記接続確立要求フォーマットに基づいて、前記ネッ
トワークデバイスに接続確立要求メッセージを送信するように構成される
　ことを特徴とする前記端末機器。
【請求項４】
　前記接続確立要求メッセージは、前記端末機器の識別子ＩＤ、及び／又は、接続確立の
原因、及び／又は、非アクセス層ＮＡＳメッセージ、及び／又は、セキュリティーキーを
含む、
　ことを特徴とする請求項３に記載の端末機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信分野に関し、特に接続確立方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現行のロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ）技術において、端末がランダムアクセスによって接続確立要求を送信するフローと
しては、端末はシステム情報ブロードキャストのプリアンブル（Ｐｒｅａｍｂｌｅ）リソ
ースのうちの一つのＰｒｅａｍｂｌｅリソースを選択して基地局に送信し、基地局は該リ
ソースを受信した後に、アクセスする必要のある端末があることを確認し、ランダムアク
セス応答（ＲＡＲ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）によって、接続確
立要求に必要となるアップリンクリソース、端末に使用されるセル無線ネットワーク一時
識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ：Ｃｅｌｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　
Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、アップリンク時間同期などの情報を端末に送信し、端末はＲＡ
Ｒを受信してから、割り当てられたアップリンクリソースに従って接続確立要求を送信し
、基地局は接続確立要求を受信してから、該要求情報をコピーし、競合解決メッセージ（
即ち、接続確立要求をコピーしたメッセージである）によって端末に送信する。
【０００３】
　現行の競合解決メッセージが４８ｂｉｔであり、そのため、接続確立要求も４８ｂｉｔ
に制限され、それによって該メッセージ内容の拡張が制限され、異なるネットワーク環境
の接続確立に対する要求を満たすことができない。
【発明の概要】



(3) JP 6947860 B2 2021.10.13

10

20

30

40

50

【０００４】
　本発明の実施例は接続確立方法及び装置を提供し、複数環境において、異なるサービス
要求に合わせる高速な接続確立に適用することができる。
【０００５】
　第１方面において、接続確立方法を提供し、
　端末機器は、ランダムアクセスプリアンブルをネットワークデバイスに送信することと
、
　前記端末機器は、前記ネットワークデバイスからのランダムアクセス応答（ＲＡＲ）メ
ッセージを受信することと、
　前記端末機器は、前記ＲＡＲメッセージを受信した後、接続確立要求メッセージを送信
する時に使用される接続確立要求フォーマットを確立することであって、前記接続確立要
求フォーマットは、複数種類の接続確立要求フォーマットのうちの１種であることと、
　前記端末機器は、確定した前記接続確立要求フォーマットに基づいて、前記ネットワー
クデバイスに接続確立要求メッセージを送信することと、
　を含む。
【０００６】
　第２方面において、端末機器を提供し、
　ランダムアクセスプリアンブルをネットワークデバイスに送信するように構成される送
信モジュールと、
　前記ネットワークデバイスからのランダムアクセス応答（ＲＡＲ）メッセージを受信す
るように構成される受信モジュールと、
　前記ＲＡＲメッセージを受信した後、接続確立要求メッセージを送信する時に使用され
る接続確立要求フォーマットを確立するように構成される確定モジュールであって、前記
接続確立要求フォーマットは、複数種類の接続確立要求フォーマットのうちの１種である
確定モジュールと、を含み、
　前記送信モジュールは、確定した前記接続確立要求フォーマットに基づいて、前記ネッ
トワークデバイスに接続確立要求メッセージを送信するように構成される。
【０００７】
　上記の特定事項に基づいて、本発明の実施例は、接続確立方法及び装置を提供し、端末
機器は、複数種類の接続確立要求フォーマットから一つを選択して接続確立要求メッセー
ジを送信することができ、これによって、複数環境において、異なるサービス要求に合わ
せる高速な接続確立に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施例による接続確立方法を示すフローチャートである。
【図２】本発明の一つの具体的な実施例における接続確立方法を示すフローチャートであ
る。
【図３】本発明のもう一つの実施例による接続確立方法を示すフローチャートである。
【図４】本発明の一つの具体的な実施例によるプリアンブルグループのプリアンブルシー
ケンスの数を設定する方法を示すフローチャートである。
【図５】本発明の実施例による端末機器の概略ブロック図である。
【図６】本発明の実施例による端末機器のもう一つの概略ブロック図である。
【図７】本発明の実施例による端末機器のさらに一つの概略ブロック図である。
【図８】本発明のもう一つの実施例による端末機器の概略ブロック図である。
【図９】本発明の実施例によるネットワークデバイスの概略ブロック図である。
【図１０】本発明のもう一つ実施例によるネットワークデバイスの概略ブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　より明確に本発明の実施例を説明するために、上記において、実施例または先行技術の
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説明で必要となる図面を簡単に説明し、明らかに、上記に記載されている図面は、単なる
本発明の幾つかの実施例に過ぎず、当業者にとって、創造的な労力を払わない前提で、こ
れらの図面に基づいてその他の図面が得ることができる。
【００１０】
　下記において、本発明の実施例の図面を結合し、本発明の実施例の技術案を明確的、全
面的に説明し、当然、説明されている実施例は、本発明の一部の実施例に過ぎず、全ての
実施例ではない。本発明の実施例に基づいて、当業者は、創造的な労力を払わずに得られ
た全てのその他の実施例は、本発明の範囲内である。
【００１１】
　なお、本発明の実施例に係る技術案は、様々な通信システム、例えば、ロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システム、ＬＴＥ
周波数分割複信（ＦＤＤ：Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）シス
テム、ＬＴＥ時分割複信（ＴＤＤ：Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）システ
ム、ユニバーサル移動通信システム（ＵＭＴＳ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔ
ｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）、及び将来の５Ｇ通信システムなど
に適用されることができる。
【００１２】
　なお、本発明の実施例において、端末機器（Ｔｅｒｍｉｎａｌ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）
は、ユーザ設備、モバイルステーション（ＭＳ：Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、移動
端末（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）等を称しても良く、前記ユーザ設備は、無線ア
クセスネットワーク（ＲＡＮ：Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）を介して、
一つ又は複数のコアネットワークと通信を行うことができ、例えば、ユーザ設備は、携帯
電話（又は「セルラー電話」とも称する）、移動端末を有するコンピュータ等であっても
良く、例えば、ポータブル型、コンパクト型、ハンドヘルド型、コンピュータ内蔵型又は
、車載の移動デバイス、及び将来５Ｇネットワークにおける端末機器又は将来進化型のＰ
ＬＭＮネットワークにおける端末機器等であっても良い。
【００１３】
　なお、本発明の実施例において、ネットワークデバイスは、端末機器と通信するための
デバイスであってもよく、前記ネットワークデバイスは、ＧＳＭシステム又はＣＤＭＡに
おける基地局（ＢＴＳ：Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）であって
も良く、ＷＣＤＭＡシステムにおける基地局（ＮＢ：ＮｏｄｅＢ）であっても良く、ＬＴ
Ｅシステムにおける進化型基地局（Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎａｌ　Ｎｏｄｅ　Ｂ、「ｅＮＢ」
又は「ｅＮｏｄｅＢ」と略称する）であっても良く、又は前記ネットワークデバイスは、
中継局、アクセスポイント、車載デバイス、ウェアラブルデバイス及び将来の５Ｇネット
ワークにおけるネットワーク側デバイス、又は将来進化型のＰＬＭＮネットワークにおけ
るネットワークデバイスなどであっても良い。
【００１４】
　図１は、本発明の実施例による接続確立方法を示すフローチャートであり、図１に示す
ように、方法１００は、Ｓ１１０～Ｓ１２０を含む。
【００１５】
　Ｓ１１０において、端末機器は、複数種類の接続確立要求フォーマットから、接続確立
要求メッセージを送信する時に使用される接続確立要求フォーマットを確立する。
【００１６】
　Ｓ１２０において、前記端末機器は、確定した前記接続確立要求フォーマットに基づい
て、ネットワークデバイスに接続確立要求メッセージを送信する。
【００１７】
　そのため、本発明の実施例における接続確立方法によって、端末機器は、複数種類の接
続確立要求フォーマットから一つを選択して接続確立要求メッセージを送信することがで
き、これによって、複数環境において、異なるサービス要求に合わせる高速な接続確立に
適用することができる。
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【００１８】
　選択肢として、複数種類の接続確立要求フォーマットは、規約によって定められたもの
であっても良く、又は端末機器とネットワークデバイスが事前に取り決められたものであ
っても良く、本発明において、接続確立要求の具体的なフォーマットに対して限定しない
。
【００１９】
　選択肢として、Ｓ１１０において、端末機器は、サービス要求、能力要求及びネットワ
ーク条件のうちの少なくとも一つのパラメータに基づいて、接続確立要求メッセージを送
信する時に使用される接続確立要求フォーマットを確立する。
【００２０】
　具体的に、端末機器は、自身のサービス要求に基づいて、使用される接続確立要求フォ
ーマットを選択し、例えば端末機器は、音声サービス（ＶｏＬＴＥ：Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅ
ｒ　ＬＴＥ）を行う時には、ある接続確立要求フォーマットを使用し、ＶｏＬＴＥビデオ
サービスを行う時には、ＶｏＬＴＥ音声サービスを行う時と異なる接続確立要求フォーマ
ットを使用し、遅延に鈍感なサービスを行時には、端末間での直接通信サービス時と同じ
接続確立要求フォーマットを使用することが可能である。
【００２１】
　また、端末機器は、自身の能力要求に基づいて、使用される接続確立要求フォーマット
を選択することもでき、例えば、端末は通常のスマート端末機器である時に、マシンタイ
プ通信（ＭＴＣ：Ｍａｃｈｉｎｅ　ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）端末又は車
両－車両通信タイプ（Ｖ２Ｖ：Ｖｅｈｉｃｌｅ　ｔｏ　Ｖｅｈｉｃｌｅ）端末と異なる接
続確立要求フォーマットを使用することが可能である。なお、端末機器が１種類の接続確
立要求フォーマットしかサポートできない場合、異なるサービスに対して、同一の接続確
立要求フォーマットを使用しても良く、端末機器が複数種類の接続確立要求フォーマット
をサポートしている場合、異なるサービスに対して異なる接続確立要求フォーマットを選
択することが可能である。
【００２２】
　さらに、端末機器は、接続確立要求フォーマットを選択する時に、ネットワーク条件を
参照しても良く、具体的に、端末機器は、ネットワークデバイスが複数種類の接続確立要
求フォーマットをサポートする場合だけにおいて、異なるサービスに対して異なる接続確
立要求フォーマットを選択する。
【００２３】
　本発明の実施例において、選択肢として、端末機器は、ネットワークデバイスが複数種
類のフォーマットの接続確立要求メッセージをサポートするか否かを確定することができ
、ネットワークデバイスが複数種類のフォーマットの接続確立要求メッセージをサポート
することを確定した時に、複数種類の接続確立要求フォーマットから、接続確立要求メッ
セージを送信する時に使用される接続確立要求フォーマットを確立する。
【００２４】
　選択肢として、端末機器は、ネットワークデバイスにより送信されたネットワーク条件
指示情報を受信し、受信されたネットワーク条件指示情報に基づいて、ネットワークデバ
イスが複数種類のフォーマットの接続確立要求メッセージをサポートするか否かを確定す
る。具体的に、端末機器は、ネットワークデバイスにより送信されたブロードキャストメ
ッセージを受信することができ、該ブロードキャストメッセージにネットワーク条件指示
情報が含まれ、該ネットワーク条件指示情報はネットワークデバイスが複数種類の接続確
立要求フォーマットをサポートすることができるか否かを示し、又は、端末機器は、ネッ
トワークデバイスにより送信された前回の無線リソース制御（ＲＲＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）に対するＲＲＣ接続確立解放メッセージを受信すること
ができ、前記ＲＲＣ接続確立解放メッセージに前記ネットワーク条件指示情報が含まれ、
又は、端末機器は、ネットワークデバイスにより送信された端末専用シグナリングを受信
することができ、前記端末専用シグナリングに前記ネットワーク条件指示情報が含まれ、
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例えば、端末機器は、ネットワークデバイスに端末能力を報告した後に、ネットワークデ
バイスが報告された端末能力のメッセージに応じて送信された端末専用シグナリングを受
信することができ、該端末専用シグナリングはネットワーク条件指示情報を含むことがで
き、又は、端末機器は、ネットワークデバイスにより送信されたページングメッセージを
受信し、ページングメッセージにネットワーク条件指示情報が含まれる。
【００２５】
　選択肢として、一例として、端末機器は、ネットワークデバイスにより送信されたラン
ダムアクセスリソースを受信することができ、受信されたランダムアクセスリソースに基
づいて、ネットワークデバイスが複数種類のフォーマットの接続確立要求メッセージをサ
ポートするか否かを確定する。例えば、端末機器の受信されたランダムアクセスリソース
が一つの新しいプリアンブルグループである場合、ＰｒｅａｍｂｌｅＧｒｏｕｐＣ又はＰ
ｒｅａｍｂｌｅＧｒｏｕｐＤ（すでに存在しているプリアンブルグループＡ（Ｐｒｅａｍ
ｂｌｅＧｒｏｕｐＡ）及びプリアンブルグループＢ（ＰｒｅａｍｂｌｅＧｒｏｕｐＢ）と
異なる）と称しても良く、ネットワークデバイスが複数種類のフォーマットの接続確立要
求メッセージをサポートすると見なし、そうでない場合、ネットワークデバイスが１種類
のフォーマットの接続確立要求メッセージしかサポートすることができないと見なす。
【００２６】
　選択肢として、ランダムアクセスリソースがプリアンブルグループであり、また、選択
肢として、プリアンブルグループのプリアンブルシーケンスのルートシーケンスは、プリ
アンブルグループＡ（ＰｒｅａｍｂｌｅＧｒｏｕｐＡ）のプリアンブルシーケンスのルー
トシーケンスと異なり、しかも前記プリアンブルグループのプリアンブルシーケンスのル
ートシーケンスはプリアンブルグループＢ（ＰｒｅａｍｂｌｅＧｒｏｕｐＢ）のプリアン
ブルシーケンスのルートシーケンスと異なり、言い換えれば、新しいＰｒｅａｍｂｌｅＧ
ｒｏｕｐは、異なるルートシーケンスを使用して、ＰｒｅａｍｂｌｅＧｒｏｕｐＡとＰｒ
ｅａｍｂｌｅＧｒｏｕｐＢとを区別させる。
【００２７】
　又は、前記プリアンブルグループにより占められる時間周波数リソースの位置はプリア
ンブルグループＡのと異なり、しかも前記プリアンブルグループにより占められる時間周
波数リソースの位置はプリアンブルグループＢのと異なり、言い換えれば、新しいＰｒｅ
ａｍｂｌｅＧｒｏｕｐは、異なる時間周波数リソースの送信位置を使用してＰｒｅａｍｂ
ｌｅＧｒｏｕｐＡとＰｒｅａｍｂｌｅＧｒｏｕｐＢとを区別させることが可能である。ネ
ットワークデバイスは、端末機器に指示メッセージを送信する方式で、新しいＰｒｅａｍ
ｂｌｅＧｒｏｕｐにより占められる時間周波数リソースの位置を示すことができ、ネット
ワークデバイスはさらに、新しいＰｒｅａｍｂｌｅＧｒｏｕｐにより占められる時間周波
数リソースの位置を端末機器と取り決めることができ、本発明においてこれに対する制限
をしない。
【００２８】
　本発明の実施例において、選択肢として、端末機器により送信された接続確立要求メッ
セージは、端末機器の識別子ＩＤ、及び／又は、接続確立の原因、及び／又は、非アクセ
ス層（ＮＡＳ：Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）及び／又は、セキュリティーキ
ーを含む。
【００２９】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記ネットワークデバイスが前記端末能力指
示メッセージに基づいて、前記端末機器にアップリンクリソースを割り当てるために、端
末機器はネットワークデバイスに、端末能力指示メッセージに示される前記端末機器のサ
ポートできる接続確立要求フォーマットを送信する。
【００３０】
　また、さらに、端末機器は移動管理エンティティ（ＭＭＥ：Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎ
ａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）に端末能力指示メッセージを送信することで、前記ＭＭ
Ｅが前記端末能力指示メッセージに基づいて、前記ネットワークデバイスに対して設定す
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るようにする。
【００３１】
　図２は、本発明の一つの具体的な実施例による接続確立方法を示すフローチャートであ
り、図２に示すように、該方法２００は、Ｓ２０１～Ｓ２０７を含む。
【００３２】
　Ｓ２０１において、端末機器はネットワークデバイスにより送信されたブロードキャス
トメッセージを受信する。
【００３３】
　ブロードキャストメッセージは、ネットワーク条件を示す指示メッセージ又はＰｒｅａ
ｍｂｌｅ設定情報を含むことが可能である。
【００３４】
　Ｓ２０２において、端末機器はネットワークデバイスに能力を報告する。
【００３５】
　端末機器は、ネットワークデバイスに端末能力指示メッセージを送信することができ、
自身が複数種類の接続確立要求フォーマットをサポートするか否か、及びサポートする接
続確立要求フォーマットを示す。
【００３６】
　Ｓ２０３において、ネットワークデバイスは、端末機器に端末専用シグナリングを送信
する。
【００３７】
　端末専用シグナリングは、ネットワークデバイスが複数種類のフォーマットの接続確立
要求フォーマットをサポートするか否かを示す指示メッセージ又はＰｒｅａｍｂｌｅ設定
情報を含むことが可能である。
【００３８】
　Ｓ２０４において、端末機器はネットワークデバイスにＰｒｅａｍｂｌｅを送信する。
【００３９】
　Ｓ２０５において、ネットワークデバイスは、端末機器にランダムアクセス応答（ＲＡ
Ｒ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）メッセージを送信する。
【００４０】
　Ｓ２０６において、端末機器はネットワークデバイスに接続確立要求メッセージを送信
する。
【００４１】
　Ｓ２０７において、ネットワークデバイスは端末機器に接続確立完了メッセージを送信
する。
【００４２】
　そのため、本発明の実施例における接続確立方法、端末機器は、複数種類の接続確立要
求フォーマットから一つを選択して接続確立要求メッセージを送信することができる。そ
れによって、複数環境において、異なるサービス要求に合わせる高速な接続確立に適用す
ることができる。
【００４３】
　上記においては、図１と図２を結合して端末機器側から本発明の実施例による接続確立
方法を詳しく説明しており、下記においては、図３と図４を結合してネットワークデバイ
ス側から本発明のもう一つの実施例による接続確立方法を詳しく説明していき、なお、端
末機器側に関する説明におけるネットワークデバイスと端末機器とのインタラクション及
び相関特性、機能は、ネットワークデバイス側に関する説明と対応し合い、簡潔のため、
重複部分を省略する。
【００４４】
　図３は、本発明のもう一つの実施例による接続確立方法を示すフローチャートであり、
図３に示すように、方法３００は、Ｓ３１０～Ｓ３２０を含む。
【００４５】
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　Ｓ３１０において、ネットワークデバイスは、端末機器から送信された接続確立要求メ
ッセージを受信し、前記接続確立要求メッセージのフォーマットは、前記端末機器によっ
て複数種類の接続確立要求フォーマットから確定されたものである。
【００４６】
　Ｓ３２０において、前記ネットワークデバイスは、前記接続確立要求メッセージのフォ
ーマットに基づいて、前記端末機器に競合解決メッセージを送信する。
【００４７】
　そのため、本発明の実施例の接続確立方法において、ネットワークデバイスは、端末機
器が確定された接続確立要求フォーマットに基づいて送信された接続確立要求メッセージ
を受信し、接続確立要求メッセージのフォーマットに基づいて、端末機器に競合解決メッ
セージを送信する。これによって、複数環境において、異なるサービス要求に合わせる高
速な接続確立に適用することができる。
【００４８】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記接続確立要求メッセージは、前記端末機
器の識別子ＩＤ、及び／又は、接続確立の原因、及び／又は、非アクセス層ＮＡＳメッセ
ージ、及び／又は、セキュリティーキーを含む。これによって、本発明の実施例における
接続確立要求フォーマットは、接続確立要求メッセージの内容の拡張をサポートし、複数
環境において、異なるサービス要求に合わせる高速な接続確立に適用することができる。
【００４９】
　本発明の実施例において、選択肢として、ネットワークデバイスは、端末機器にネット
ワーク条件指示情報を送信することができ、前記端末機器が前記ネットワーク条件指示情
報に基づいて、前記接続確立要求メッセージを送信するための接続確立要求フォーマット
を確定するために、前記ネットワーク条件指示情報は、前記ネットワークデバイスが複数
種類のフォーマットの接続確立要求メッセージをサポートするか否かを示すために用いら
れる。
【００５０】
　本発明の実施例において、選択肢として、ネットワークデバイスは、端末機器にブロー
ドキャストメッセージを送信することができ、前記ブロードキャストメッセージは、前記
ネットワーク条件指示情報を含み、又は、ネットワークデバイスは、端末機器に前回の無
線リソース制御ＲＲＣ接続に対するＲＲＣ接続確立解放メッセージを送信することができ
、前記ＲＲＣ接続確立解放メッセージは、前記ネットワーク条件指示情報を含み、又は、
ネットワークデバイスは、端末機器に端末専用シグナリングを送信することができ、前記
端末専用シグナリングは、前記ネットワーク条件指示情報を含み、又は、ネットワークデ
バイスは、端末機器にページングメッセージを送信することができ、前記ページングメッ
セージは、前記ネットワーク条件指示情報を含む。
【００５１】
　選択肢として、ネットワークシステムは、手動又は自動設定で端末機器にネットワーク
条件指示情報を送信するか否かを決定することができ、南向きのインターフェース（Ｓｏ
ｕｔｈｂｏｕｎｄ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）又は北向きのインターフェース（Ｎｏｒｔｈｂ
ｏｕｎｄ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を介して、ネットワークデバイス（例えば、基地局）を
設定し、又は、ＭＭＥは、ネットワーク中のアタッチユーザの数、ユーザの能力、及びユ
ーザの接続数を統計することによって、ネットワークデバイス（例えば、基地局）を設定
することができ、又は、ネットワークデバイス（例えば、基地局）は、カバレージしてい
るセルの接続中のユーザの数及びアクセスしようとするユーザの数を統計することができ
、統計結果に基づいて、（例えば、基地局が）端末機器に送信するネットワーク条件指示
情報を確定し、例えば、接続中のユーザとアクセスしようとするユーザの数との比例があ
る値より高い場合、端末機器にネットワーク条件指示情報を送信することができ、又は、
ネットワークデバイスは、ＭＭＥがそれが端末機器に送信するネットワーク条件指示情報
を設定する時に、カバレージしているセルの接続中のユーザの数及びアクセスしようとす
るユーザの数に基づいて、端末機器にネットワーク条件指示情報を送信するか否かを決定
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することができる。
【００５２】
　つまり、ネットワークデバイスが移動管理エンティティ（ＭＭＥ）より送信された第１
指示メッセージを受信した時に、端末機器にネットワーク条件指示情報を送信し、又は、
ネットワークデバイスは、ネットワークデバイスのカバレージしているセルの接続中のユ
ーザの数及びアクセスしようとするユーザの数に基づいて、端末機器にネットワーク条件
指示情報を送信するか否かを確定することができる。
【００５３】
　選択肢として、ネットワークデバイスは、端末機器にランダムアクセスリソースを送信
することができ、前記ランダムアクセスリソースはプリアンブルグループであっても良い
。
【００５４】
　さらに、選択肢として、前記プリアンブルグループのプリアンブルシーケンスのルート
シーケンスは、プリアンブルグループＡのプリアンブルシーケンスのルートシーケンスと
異なり、しかも前記プリアンブルグループのプリアンブルシーケンスのルートシーケンス
は、プリアンブルグループＢのプリアンブルシーケンスのルートシーケンスと異なり、又
は、前記プリアンブルグループにより占められる時間周波数リソースの位置はプリアンブ
ルグループＡのと異なり、しかも前記プリアンブルグループにより占められる時間周波数
リソースの位置は、プリアンブルグループＢのと異なる。
【００５５】
　具体的に、ネットワークデバイスは、移動管理エンティティ（ＭＭＥ）より送信された
第２指示メッセージを受信することができ、前記第２指示メッセージは、ネットワーク内
の複数種類の接続確立要求フォーマットをサポートする端末機器の比例を示すために用い
られ、前記比例に基づいて、プリアンブルグループに含まれるプリアンブルシーケンスの
数を確定する。例を挙げて説明すると、ネットワーク内の複数種類の接続確立要求フォー
マットをサポートする端末機器の比例は、複数種類の接続確立要求フォーマットをサポー
トする端末機器の数とすべてのアタッチ端末機器の数との比例で表すことができ、ネット
ワークデバイスは、該比例に基づいて、プリアンブルシーケンスの数を確定する。又は、
ネットワーク内の複数種類の接続確立要求フォーマットをサポートする端末機器の比例は
、異なるレベル（例えば、高、中、低）で表されることができ、それぞれのレベルに対応
するプリアンブルシーケンスの数を規約によって定めるか、それともその他の方式でさた
めることができ、本発明において、これらに限らない。
【００５６】
　例えば、図４は、本発明の実施例によるプリアンブルグループのプリアンブルシーケン
スの数を設定する方法を示すフローチャートを示している。図４に示すように、該方法４
００は、Ｓ４０１～Ｓ４０４を含む。
【００５７】
　Ｓ４０１において、端末機器は、移動管理エンティティ（ＭＭＥ）に端末能力を報告す
る。
【００５８】
　端末機器は、ＭＭＥに自身が複数種類の接続確立要求フォーマットをサポートする能力
を報告する。
【００５９】
　Ｓ４０２において、ＭＭＥは統計でネットワーク内の複数種類の接続確立要求フォーマ
ットをサポートする端末の数の比例を算出し、結果を基地局に送信する。
【００６０】
　ＭＭＥは、複数種類の接続確立要求フォーマットをサポートする端末の数を計算する方
法は、複数種類の接続確立要求フォーマットをサポートする端末の数ｎ／全てのアタッチ
端末の数Ｎであっても良い。
【００６１】
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　Ｓ４０３において、基地局は、受信されたＭＭＥより送信された比例に従って、設定す
る必要のあるＰｒｅａｍｂｌｅＧｒｏｕｐのＰｒｅａｍｂｌｅの数を算出する。
【００６２】
　Ｓ４０４において、基地局は、端末機器にＰｒｅａｍｂｌｅＧｒｏｕｐの具体的な設置
を送信する。
【００６３】
　基地局は、ブロードキャストメッセージ又は端末機器専用シグナリングによって、端末
機器にＰｒｅａｍｂｌｅＧｒｏｕｐの具体的な構成を送信することができる。
【００６４】
　本発明の実施例において、選択肢として、方法３００は、ネットワークデバイスが端末
機器にアップリンクリソースを設定してあげることをさらに含むことができる。
【００６５】
　選択肢として、ネットワークデバイスは、端末機器により送信された端末能力指示メッ
セージを受信することができ、端末能力指示メッセージに基づいて、端末機器にアップリ
ンクリソースを割り当てる。言い換えれば、ネットワークデバイスは、端末機器の能力情
報を記憶し、それに端末機器のサポートする接続確立要求フォーマットが含まれ、端末機
器に応答するアップリンクリソースを割り当てる。又は、ネットワークデバイスは、端末
機器により送信されたプリアンブルシーケンスの属されるプリアンブルグループに基づい
て、端末機器にアップリンクリソースを割り当てる。言い換えれば、ネットワークデバイ
スは、端末機器により送信されたプリアンブルシーケンスを識別することによって、プリ
アンブルシーケンスの属されるランダムアクセスリソースのグループを確定し、端末機器
が複数種類の接続確立要求フォーマット、例えばＰｒｅａｍｂｌｅＧｒｏｕｐＣを使用し
ているか否かを識別し、端末機器に応答するアップリンクリソースを割り当てる。又は、
ネットワークデバイスは、端末機器に予め設定されるサイズのアップリンクリソースを割
り当て、前記予め設定されるサイズのアップリンクリソースは、最も多いビット数を占用
する接続確立要求フォーマットに対応する接続確立要求メッセージがリソースに対する要
求を満たすことができる。言い換えれば、ネットワークデバイスは、最大フォーマットの
接続確立要求メッセージに適応するために、ずっと最大のアップリンクリソースを割り当
てる。
【００６６】
　本発明の実施例において、選択肢として、ネットワークデバイスは、接続確立要求フォ
ーマットのサイズに従って、競合解決フォーマットのサイズを決定することができ、例え
ば、ネットワークデバイスは、接続確立要求メッセージ内の一部又は全部の内容をコピー
してから端末機器に返信することができ、例えば、ネットワークデバイスは、接続確立要
求メッセージ内の端末機器のＩＤをコピーして端末機器に返信することができ、同時に端
末サービス（例えば緊急サービス）に、専用データベアラを確立してあげ（例えば、緊急
コールのために専用ベアラを確立する）、又はＤ２Ｄ／Ｖ２Ｖユーザに固定リソースを割
り当てる。
【００６７】
　そのため、本発明の実施例における接続確立方法において、ネットワークデバイスは、
端末機器が確定された接続確立要求フォーマットに基づいて送信された接続確立要求メッ
セージを受信し、接続確立要求メッセージのフォーマットに基づいて、端末機器に競合解
決メッセージを送信する。これによって、複数環境において、異なるサービス要求に合わ
せる高速な接続確立に適用することができる。
【００６８】
　図５は、本発明の実施例による端末機器を示すブロック図であり、図５に示すように、
端末機器１０は、
　複数種類の接続確立要求フォーマットから、接続確立要求メッセージを送信する時に使
用される接続確立要求フォーマットを確立するように構成される確定モジュール１１と、
　確定した前記接続確立要求フォーマットに基づいて、ネットワークデバイスに接続確立
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要求メッセージを送信するように構成される送信モジュール１２と、
　を含む。
【００６９】
　そのため、本発明の実施例における端末機器は、複数種類の接続確立要求フォーマット
から一つを選択して接続確立要求メッセージを送信することができ。これによって、複数
環境において、異なるサービス要求に合わせる高速な接続確立に適用することができる。
【００７０】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記確定モジュール１１は、具体的に、サー
ビス要求、能力要求及びネットワーク条件のうちの少なくとも一つのパラメータに基づい
て、接続確立要求メッセージを送信する時に使用される接続確立要求フォーマットを確立
するように構成される。
【００７１】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記確定モジュール１１は、
　前記ネットワークデバイスが複数種類のフォーマットの接続確立要求メッセージをサポ
ートするか否かを確定し、
　前記ネットワークデバイスが複数種類のフォーマットの接続確立要求メッセージをサポ
ートすることを確定した時に、複数種類の接続確立要求フォーマットから、接続確立要求
メッセージを送信する時に使用される接続確立要求フォーマットを確立する、
　ようにさらに構成される。
【００７２】
　本発明の実施例において、選択肢として、図６に示すように、前記端末機器は、ネット
ワークデバイスにより送信されたネットワーク条件指示情報を受信するようにさらに構成
される第１受信モジュール１３をさらに含む。
【００７３】
　ここで、前記確定モジュール１１は、前記ネットワーク条件指示情報に基づいて、前記
ネットワークデバイスが複数種類のフォーマットの接続確立要求メッセージをサポートす
るか否かを確定するようにさらに構成される。
【００７４】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記第１受信モジュール１３は、具体的に、
　前記ネットワークデバイスにより送信されたブロードキャストメッセージを受信し、又
は、
　前記ネットワークデバイスにより送信された前回の無線リソース制御ＲＲＣ接続に対す
るＲＲＣ接続確立解放メッセージを受信し、又は、
　前記ネットワークデバイスにより送信された端末専用シグナリングを受信し、又は、
　前記ネットワークデバイスにより送信されたページングメッセージを受信する、
　ように構成され、前記ブロードキャストメッセージは、前記ネットワーク条件指示情報
を含み、前記ＲＲＣ接続確立解放メッセージは、前記ネットワーク条件指示情報を含み、
前記端末専用シグナリングは、前記ネットワーク条件指示情報を含み、前記ページングメ
ッセージは、前記ネットワーク条件指示情報を含む。
【００７５】
　本発明の実施例において、選択肢として、図７に示すように、前記端末機器は、前記ネ
ットワークデバイスにより送信されたランダムアクセスリソースを受信するように構成さ
れる第２受信モジュール１４をさらに含む。
【００７６】
　ここで、前記確定モジュール１１は、前記ランダムアクセスリソースに基づいて、前記
ネットワークデバイスが複数種類のフォーマットの接続確立要求メッセージをサポートす
るか否かを確定するようにさらに構成される。
【００７７】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記ランダムアクセスリソースはプリアンブ
ルグループである。
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【００７８】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記プリアンブルグループのプリアンブルシ
ーケンスのルートシーケンスは、プリアンブルグループＡのプリアンブルシーケンスのル
ートシーケンスと異なり、しかも前記プリアンブルグループのプリアンブルシーケンスの
ルートシーケンスは、プリアンブルグループＢのプリアンブルシーケンスのルートシーケ
ンスと異なり、又は、
　前記プリアンブルグループにより占められる時間周波数リソースの位置は、プリアンブ
ルグループＡのと異なり、しかも前記プリアンブルグループにより占められる時間周波数
リソースの位置は、プリアンブルグループＢのと異なる。
【００７９】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記接続確立要求メッセージは、前記端末機
器の識別子ＩＤ、及び／又は、接続確立の原因、及び／又は、非アクセス層ＮＡＳメッセ
ージ、及び／又は、セキュリティーキーを含む。
【００８０】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記送信モジュール１２は、前記ネットワー
クデバイスに端末能力指示メッセージを送信するようにさらに構成され、前記ネットワー
クデバイスが、前記端末能力指示メッセージに基づいて、前記端末機器にアップリンクリ
ソースを割り当てるために、前記端末能力指示メッセージは、前記端末機器のサポートで
きる接続確立要求フォーマットを示す。
【００８１】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記送信モジュール１２は、前記ＭＭＥが前
記端末能力指示メッセージに基づいて、前記ネットワークデバイスを設定するために、移
動管理エンティティ（ＭＭＥ）に端末能力指示メッセージを送信するようにさらに構成さ
れる。
【００８２】
　なお、本発明の実施例において、確定モジュール１１はプロセッサにより実現されても
良く、送信モジュール１２は送信機により実現されても良く、第１受信モジュール１３と
第２受信モジュール１４とは受信機により実現されても良い。図８に示すように、端末機
器１００は、プロセッサ１０１、受信機１０２、送信機１０３と記憶装置１０４を含むこ
とが可能である。ここで、記憶装置１０４は、プロセッサ１０１により実行されるコード
等を記憶するように構成されることが可能である。
【００８３】
　装置１００内の各コンポーネントはバスシステム１０５を介してカップリンブされてお
り、ここでバスシステム１０５は、データバス以外に、電源バス、制御バス及び状態信号
バスを含む。
【００８４】
　図５～図７に示されている端末機器１０、又は図８に示されている端末機器１００は、
上記の図１の実施例において端末機器により実現される各フローを実現することが可能で
あり、重複を避けるために、ここでそれ以上説明しない。
【００８５】
　図９は、本発明の実施例によるネットワークデバイスの概略ブロック図を示している。
図９に示すように、ネットワークデバイス２０は、
　端末機器から送信された接続確立要求メッセージを受信するように構成される受信モジ
ュール２１と、
　前記接続確立要求メッセージのフォーマットに基づいて、競合解決メッセージを確定す
るように構成される確定モジュール２２と、
　前記端末機器に前記競合解決メッセージを送信するように構成される送信モジュール２
３と、
　を含み、前記接続確立要求メッセージのフォーマットは、前記端末機器によって複数種
類の接続確立要求フォーマットから確定されたものである。
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【００８６】
　そのため、本発明の実施例ネットワークデバイス端末機器が確定された接続確立要求フ
ォーマットに基づいて、送信された接続確立要求メッセージを受信し、接続確立要求メッ
セージのフォーマットに基づいて、端末機器に競合解決メッセージを送信する。これによ
って、複数環境において、異なるサービス要求に合わせる高速な接続確立に適用すること
ができる。
【００８７】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記送信モジュール２３は、前記端末機器に
ネットワーク条件指示情報を送信するようにさらに構成され、前記端末機器が前記ネット
ワーク条件指示情報に基づいて、前記接続確立要求メッセージを送信するための接続確立
要求フォーマットを確定するために、前記ネットワーク条件指示情報は、前記ネットワー
クデバイスが複数種類のフォーマットの接続確立要求メッセージをサポートするか否かを
示すために用いられる。
【００８８】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記送信モジュール２３は、具体的に、
　前記端末機器にブロードキャストメッセージを送信し、又は、
　前記端末機器に、前回の無線リソース制御ＲＲＣ接続に対するＲＲＣ接続確立解放メッ
セージを送信し、又は、
　前記端末機器に端末専用シグナリングを送信し、又は、
　前記端末機器にページングメッセージを送信する、
　ように構成され、前記ブロードキャストメッセージは、前記ネットワーク条件指示情報
を含み、前記ＲＲＣ接続確立解放メッセージは、前記ネットワーク条件指示情報を含み、
前記端末専用シグナリングは、前記ネットワーク条件指示情報を含み、前記ページングメ
ッセージは、前記ネットワーク条件指示情報を含む。
【００８９】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記送信モジュール２３は、前記受信モジュ
ールが移動管理エンティティ（ＭＭＥ）より送信された第１指示メッセージを受信した時
に、前記端末機器に前記ネットワーク条件指示情報を送信するように構成され、又は、
　前記確定モジュール２２、前記ネットワークデバイスのカバレージしているセルの接続
中のユーザの数及びアクセスしようとするユーザの数に基づいて、前記端末機器に前記ネ
ットワーク条件指示情報を送信するか否かをを確定するようにさらに構成される。
【００９０】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記送信モジュール２３は、前記端末機器に
ランダムアクセスリソースを送信するようにさらに構成される。
【００９１】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記ランダムアクセスリソースはプリアンブ
ルグループである。
【００９２】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記プリアンブルグループのプリアンブルシ
ーケンスのルートシーケンスは、プリアンブルグループＡのプリアンブルシーケンスのル
ートシーケンスと異なり、しかも前記プリアンブルグループのプリアンブルシーケンスの
ルートシーケンスは、プリアンブルグループＢのプリアンブルシーケンスのルートシーケ
ンスと異なり、又は、
　前記プリアンブルグループにより占められる時間周波数リソースの位置は、プリアンブ
ルグループＡのと異なり、しかも前記プリアンブルグループにより占められる時間周波数
リソースの位置は、プリアンブルグループＢのと異なる。
【００９３】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記受信モジュール２１は、移動管理エンテ
ィティ（ＭＭＥ）より送信された第２指示メッセージを受信するようにさらに構成され、
前記第２指示メッセージは、ネットワーク内の複数種類の接続確立要求フォーマットをサ
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ポートする端末機器の比例を示すように用いられ、
　ここで、前記確定モジュール２２は、前記比例に基づいて、前記プリアンブルグループ
に含まれるプリアンブルシーケンスの数を確定するようにさらに構成される。
【００９４】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記確定モジュール２２は、前記端末機器に
アップリンクリソースを割り当てるようにさらに構成される。
【００９５】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記受信モジュール２１は、前記端末機器に
より送信された端末能力指示メッセージを受信するように構成され、
　ここで、前記確定モジュール２２は、
　前記端末能力指示メッセージに基づいて、前記端末機器にアップリンクリソースを割り
当て、又は、
　前記端末機器により送信されたプリアンブルシーケンスの属されるプリアンブルグルー
プに基づいて、前記端末機器にアップリンクリソースを割り当て、又は、
　端末機器に予め設定されるサイズのアップリンクリソースを割り当てる、
　ようにさらに構成され、
　前記予め設定されるサイズのアップリンクリソースは、最も多いビット数を占用する接
続確立要求フォーマットに対応する接続確立要求メッセージがリソースに対する要求を満
たすことができる。
【００９６】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記接続確立要求メッセージは、前記端末機
器の識別子ＩＤ、及び／又は、接続確立の原因、及び／又は、非アクセス層ＮＡＳメッセ
ージ、及び／又は、セキュリティーキーを含む。
【００９７】
　なお、本発明の実施例において、受信モジュール２１は受信機により実現されても良く
、確定モジュール２２はプロセッサにより実現されても良く、送信モジュール２３は送信
機により実現されても良い。図１０に示すように、ネットワークデバイス２００は、プロ
セッサ２０１、受信機２０２、送信機２０３と記憶装置２０４を含むことが可能である。
ここで、記憶装置２０４は、プロセッサ２０１により実行されるコード等を記憶するよう
に構成されることが可能である。
【００９８】
　ネットワークデバイス２００内の各コンポーネントはバスシステムシステム２０５を介
してカップリンブされており、ここでバスシステム２０５は、データバス以外に、電源バ
ス、制御バス及び状態信号バスを含む。
【００９９】
　図９に示されているネットワークデバイス２０、又は図１０に示されているネットワー
クデバイス２００は、上記の図３の実施例においてネットワークデバイスにより実現され
る各フローを実現することが可能であり、重複を避けるために、ここでそれ以上説明しな
い。
【０１００】
　本願に開示されている実施例に説明されている各例示的なユニット及びアルゴリズムの
ステップを結合し、電子ハードウェア、又はコンピュータソフトウェアと電子ハードウェ
アの結合を用いて実現することができると、当業者であれば理解できる。これらの機能が
ハードウェアの形式かそれともソフトウェアの形式で実施するかについては、技術案の特
定応用と設計制約によるものである。当業者は、各特定応用に応じて異なる方法を用いて
、説明されている機能を実現することができるが、このような実現は本発明の範囲を超え
ていると見なすべきではない。
【０１０１】
　当業者は、説明の便利と簡潔上、上記に記載されているシステム、装置及びユニットの
具体的な動作については、上記の方法実施例の対応されているフローを参照することがで
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【０１０２】
　本願に提供されている幾つかの実施例において、開示されているシステム、装置及び方
法は、その他の方式で実現されても良い。例えば、上記に記載されている装置の実施例は
単なる例示的なものに過ぎず、例えば、前記ユニットの分け方が、単なるロジック的な機
能分けであり、実際、実現する時に他の分け方があっても良く、例えば、複数のユニット
又はコンポーネントを別のシステムへ統合、又は集成しても良く、又は幾つかの技術特徴
を省略、又は実施しなくても良い。また、明示され、又は議論されている各構成部分の互
い的なカップリング、又は直接のカップリング、又は通信接続は、幾つかのインターフェ
ース、装置、又はユニットの間接のカップリング又は通信によって接続されても良く、電
気的、機械的、又はその他の形式であっても良い。
【０１０３】
　上記で分離コンポーネントとして説明したユニットは、物理的に分離されるものであっ
ても良く、そうではないものであっても良い。ユニットとして示されるコンポーネントは
物理ユニットであっても良く、そうではないものであっても良い。一箇所に配置されても
良く、複数のネットワークユニットに配布しても良い。実際のニーズに応じて、その中の
一部又は全部のユニットを選択して本実施例の技術案の目的を実現しても良い。
【０１０４】
　また、本発明の各実施例における各機能ユニットは、一つの処理ユニットに統合しても
良く、各ユニットはそれぞれ単独なユニットとしても良く、二つ又は二つ以上のユニット
を一つのユニットに統合しても良い。
【０１０５】
　前記機能は、ソフトウェア機能ユニットの方式で実現し、しかも独立な製品として販売
又は使用する場合、コンピュータ読み取り可能の記憶媒体に記憶しても良い。これによっ
て、本発明の技術案が事実上、言い換えれば先行技術に貢献した部分がソフトウェア製品
の形で具現でき、該コンピュータソフトウェア製品は記憶媒体に記憶され、コンピュータ
装置（パソコン、サーバ、またはネットワーク装置などであっても良い）に本発明の各実
施例の全部または一部の前記方法を実行させための複数の命令を含む。上記の記憶媒体は
、ＵＳＢメモリ、移動記憶媒体、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ：Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍ
ｅｍｏｒｙ）、ランダムアクセス記憶装置（ＲＡＭ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ）、磁気ディスク又はコンパクトディスクなどの各種のプログラムコードが記憶
できる媒体を含む。
【０１０６】
　上記に記載されているのは、単なる本発明の具体的な実施形態に過ぎず、本発明はそれ
に限らず、当業者が本発明に開示されている範囲内において、容易に想到し得る変形又は
入れ替えは、全て本発明の範囲内に含まれるべきである。そのため、本発明の範囲は、記
載されている特許請求の範囲に準じるべきである。
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